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神戸海岸通ハーバーフラッツウエスト管理組合 

2022年度(令和 4 年度)第 2 回植栽委員会議事録 

開催日時 2022年１０月 1６日（9：１５～1０：１５） 場所 集会室等 

出席者 

1３名 

理事会：  岸田、武田（以上理事）、曽根、田原（以上アドバイザー） 

メンバー： 飯牟禮、金谷、鎌森、河合、鹿原、大門、高島、鶴村、中山（五十音順） 

ゲスト  

管理会社 （田上） 議事録作成 田原 

敬称略    

 

１．兵庫県民まちなみ緑化事業に係る補助金を活用した植栽改修実施に係るスケジュールについて 

 ９月１４日（水）に行われた関西造園土木の担当者（佐々木氏、清水氏）との打ち合わせにおい

て、植栽改修のスケジュールについて、コロナ禍において職人の確保が難しくなっていること

から、日程的に後ろ倒しになっているとの報告を受けた。 

➢ 契約…今後速やかに実施（郵送でのやり取りになっている） 

➢ 改修箇所の撤去工事…9月初旬⇒10月２０日から期間は 1週間半程度 

➢ 県の担当者に対する説明…9月中旬⇒10月末から 11月初旬 

➢ 補助金の交付決定…10月中旬⇒11月中旬（すでに予算確保済み） 

➢ 施工…11月中⇒11月下旬から 12月中旬（期間は 1週間半程度） 

 

 関西造園土木から１０月２０日から撤去工事を行うべく職人を確保していると連絡があった

が、１６日現在まだ契約が終了していない。郵送により契約書のやり取りを行うとのことだが、

週明けに再度催促する。 

 【参加者の意見】 

➢ 屋上緑地における既存樹木の撤去も同時期に行うのか。 
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⇒その通り 

➢ 撤去工事が始まる前には、居住者への周知が必要になるのではないか。 

⇒撤去工事の日程が確定次第、周知文を作成する。 

➢ １２月の施工後数週間は、そのときに植樹した苗が根付くまではこまめな水やりが必要に

なる。管理人にお願いするか、植栽委員で分担して行う必要がある。 

➢ 現在年間契約で行っている関西造園土木による植栽管理であるが、毎年費用を抑えるた

めに必要最低限でしかお願いしていない。改修後補助金を活用した植栽についてしっかり

と管理を行うためには、現状の契約では不十分と考える。居住者からも負担をお願いする

など、植栽費を大幅に増やすべきではないか。 

⇒年度内における管理費の用途が団地総会で定められており、年度途中での大幅な増額

は難しい。来年度以降については、理事会の場で管理費における支出項目のバランスを考

えながら植栽費を決める必要がある。 

 

２．第１回移植大作戦の開催について 

 先述の植栽改修箇所については、捕植の場所以外は一度既存の草木を撤去し更地にするが、

先日の関西造園土木担当者の打ち合わせにおいて、その際撤去する草木（アジサイやへピリカ

ムなど）を今回改修しない場所（8番館の北側や 9番館前の地下駐車場入口・駐輪場付近な

ど）に植え替えても構わないとのことなので、（もったいないので、ダメもとで）居住者の手で

植え替えを試みるという趣旨で第１回移植大作戦を実施する。 

 

 植栽改修場所以外に改修が必要な場所について、移植先候補地Ａ～Ｅを設定し、１０月１０日

（祝）に植栽委員の有志が集まり、移植大作戦に先立ち、土壌改良剤等の費用を理事会から自

治会費の支出承認をいただき、土壌作りを実施した。その結果、Ｃ地点については土壌が粘土

質であることから断念、Ｅ地点については、移植できる場所が狭いことから見送りとした。 
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 移植する樹種は、撤去工事で処分するカンツバキ、キンシバイ、アジサイの３樹種。 

 協議の結果、Ａ地点はアジサイ、Ｂ地点とＤ地点はキンシバイを移植することに決定。 

 高齢者、親子連れなど移植の作業に携わらない参加者は、８番館南側を中心としたエリアのシ

マトネリコ等の未生木の除去を行う。 

 

３．その他 

 大門委員から園芸クラブ代表として、管理を行っているハーバーガーデンが、神戸市による令

和４年度神戸市民花壇コンテストに、初の最優秀賞を受賞した旨の報告があった。 

 中低木の剪定、除草については、極力居住者の手で行うことができるよう、事務連絡や用具倉

庫を開ける日の周知するポスターを作成、掲示済み。 

 ９番館北側、駐車場入口付近のブロック（移植候補地Ｃ）の

今後について、次のまちなみ緑化事業の補助金を活用した

植栽改修を待ってもいいが、土壌が粘土質であることか

ら、今回移植候補地から外れ、また目立つ場所であること

から、利用策について考えていきたい。（タイムなどのグラ

ンドカバー系の草を植える、植木鉢を並べるといった意見

あり。） 

 今後も必要に応じ、植栽委員会を招集する。 

 

追伸：植栽委員会終了後開催された第１回移植大作戦において、キンシバイの移植について、苗の状態

がよくなかったこと等から、移植候補地Ｄへの移植は断念した。 

 

以上 


